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研究成果の概要（和文）：フランスにおける、ボードレール以降の詩人たちの言語観を明ら

かにしつつ、言語学における詩学の役割を考察した。従来、言語学において、詩は伝達を

目的としない言語と見なされていた。これに対し、２０世紀後半の詩人たちにとっては、

詩の言語学はさらに新しい発展を見せ、読み手と詩人だけが対峙する場としての言語行為

の言語学となっている。指示対象が詩人にとって「いま・ここ」にしか存在しない、とい

う２０世紀の詩的言語学はさらに発展し、詩の世界は「いま・ここ」にしか存在しない読

み手によってのみ支えられたものとなっている。以上の視点の変化を、さまざまな詩人の

言語観をもとに示した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
We analyzed the poetic language after Baudelaire in France, in particular, the role of 
poetic in linguistic. Poetry is considered as language whose object is not 
communication. For the poets, the poetic language makes a place where the poet and a 
reader meet. Things exist for the poet of 20th century, « now and here ». This poetic 
world is developed and it appears for a reader who reads « now and here ». We 
examined this change through thoughts of many poets. 
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１．研究開始当初の背景 
国内外を問わず、文学史としての詩について

は、フランス文学における散文詩の研究、ボ

ードレールからシュルレアリスムまでの詩

人紹介、あるいは、詩人たちによって書かれ

た試論紹介などがなされてきた。しかし、こ

れらは詩作品と詩人を紹介することが目的

であり、詩人と言語の取り組みについて、単

なる列挙ではなく言語哲学、美学の観点に基

づいた分析がされたことはなかった。 

 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、大きく分けて３つある。

第一に、ボードレール以降、第二次世界大戦

後の詩人たちにいたるまで、彼らが詩の言語

についてどのような考えを持ったのかを分

析すること、第二に、２０世紀に言語学との

関わりから生まれた「詩学」について考察す

ること、第三に、詩的言語と「詩学」を関連

づけることである。 

 これまでのフランス文学研究は、作家研究

が中心であり、それだけに文学の流れを俯瞰

しつつ、一つのテーマをめぐって、さまざま

な作家、詩人の思想を探る、という研究はな

かなかされてこなかった。また、されたとし

ても、概論のレベルにとどまることが多かっ

た。詩的言語の問題は、詩のみならず、言語

哲学の問題も含んでいるのだが、それを系統

立てて分析する研究は、これまでにまだなさ

れていなかった。そこで本研究では、「言葉

と音」、「言葉と事物」という二つの流れを中

心に、それぞれの詩人の言語観を読み解くこ

とにした。前者については、１９世紀以降に

生まれた「芸術のための芸術」と詩的言語と

の関連を考察する。後者については、２０世

紀以降に発展した言語哲学の中に詩的言語

の問題を位置づける。 

 このように、言語哲学、美学の観点に基づ

いて詩的言語について分析するという点で

本研究は全く新しい試みであり、この研究が

完成すれば、フランス文学研究に重要な視点

を提供することができるのではないかと考

えた。 
 
３．研究の方法 
 まず、ボードレール、マラルメ、ランボー、

ロートレアモン、クローデル、ヴァレリー、

アポリネール、シュルレアリストたち、コク

トー、シャール、ミショー、ポンジュ、ボヌ

フォワ、ジャベス、メショニックなどの詩人 

たちの言語観について、それぞれに考察する。 

 次に、２０世紀以降、フランス文学におい

て生まれた「詩学」という新しいジャンルに

ついて考察する。「詩学」が誕生するきっか

けは、１９世紀の終わりに、スイスの言語学

者、フェルディナン・ド・ソシュールが、言

葉の持つ音と意味との関係について新しい

説を打ち出し、言語学が大きな転回を遂げた

ことだ。これと同時に、言語学と詩を関連さ

せた考察が、ヤコブソン、ジュネットなどに

よってなされるようになった。そこで、彼ら

の思想をたどり、それぞれの目指したところ

を明らかにする。 

 さらに、本研究で扱った詩人たちの言語観

を、「詩学」というジャンルと関連させ、こ

のジャンルが発展していく歴史的流れの中

に位置づける。 
 
４．研究成果 

１）２００７年度は、ボードレール、マラ

ルメ、ランボー、ロートレアモン、クロー

デル、ヴァレリー、アポリネールの言語観

について調べた。これまでの研究では、そ

れぞれの詩人の作品分析、それぞれの言語

観を取り上げたものはあっても、彼らの言

語への取り組みの中で、共通する点を挙げ

たものはない。この点を探ることで、芸術

哲学の中に詩的言語を位置づける、という



 

 

新たな視点を示すことができた。 
 ボードレールは、詩を書く喜びだけで作

り上げられた作品を純粋詩と考え、こうし

た作品の中に感覚と言葉とが響きあう一つ

の宇宙を作り上げようとした。このような

詩的宇宙についての考えはマラルメ、ヴァ

レリーにも見出される。また、ランボーは

自分の感じとったものを完全に表現しうる

言語を作ることを目指し、ロートレアモン

は言葉と言葉の結びつきに意外さを追求す

る。これらの詩人に共通するのは、言語を

記号としてではなく、作品の中でその場だ

けの意味を持つものとしてとらえようとす

る態度である。このように、１９世紀から

２０世紀前半にかけての詩人たちの言語観

は、芸術の自律性という問題を反映してお

り、これはプラトン以来古典主義まで続い

た芸術のミメーシス性の崩壊を告げるもの

である。 
 以上の考察のうち、ヴァレリーに関する

ものを、論文『メルロ＝ポンティとヴァレリー

（『 テ ク ス トの 生 理学 』、 著 書 Valéry : « 

l’apparaître des choses » にて発表した。 

 
２）２００８年度は、シュルレアリストの

詩人たちに始まり、コクトー、ポンジュ、

ボヌフォワ、シャールの言語観について分

析した。シュルレアリストの詩人たちにつ

いては、特にブルトン、アラゴン、エリュ

アールを中心に扱った。彼らの言語観に特

徴的なのは、言葉が「何かを指す」「何かを

意味する」ことを嫌い、詩からメッセージ

性を排除するということである。ただし、

アラゴン、エリュアールについては、この

点がのちに彼らが飛び込むことになるレジ

スタンスの主張と合わないことから、やが

てブルトンと袂を分かつことになるのだが、

少なくともある時期までは、彼らの主張は、

言葉と指示対象が次第に結びつかなくなる

という現象につながっていく。コクトーは

『職業の秘密』において、事物が言葉によ

って慣習化される以前の特殊な感覚につい

て述べる。このような観点は、ボヌフォワ

にも共通してみられる。つまり、この二人

の詩人は、言葉によって概念化できない、

「いま・ここ」にしかない「この事物」と

向き合うことを強調しているのである。ま

た、ポンジュは、言葉ではなく、事物の側

に立ってものを見る姿勢を述べており、や

はり「事物」への愛着がうかがえる。シャ

ールには、点字による看板についての詩篇

があるが、これは言葉を絵画化してとらえ

る試みと言え、他のシュルレアリストの詩

人たちとは違う角度から、言葉から意味を

引きはがそうとする姿勢の現れと捉えられ

る。これらのことを示すことで、これまで

個々に論じられてきた詩人たちに、ある程

度共通する言語観がうかがえることが指摘

でき、ある程度の時代性を示すことができ

たと思われる。 
 
３）２００９年度は、ミショー、ジャベス、

メショニックについて、それぞれの思想を、

その言語観を中心に考察した。また、詩人た

ちの言語観と、言語学や詩学との関連を探る

ため、特にヤコブソンの思想をまとめた。２

０世紀後半の詩人たちにとって、詩の言語学

は、ソシュールを祖とする言語記号の言語学

ではなく、言語行為の言語学になりつつある。

これはすでにシュルレアリスムの詩人たち、

ボヌフォワやコクトーなど、昨年度までにす

でに分析した詩人たちの思想にも共通して

いることである。言語行為の言語学とは、東

京大学名誉教授竹内信夫が、メショニックの

『詩学批判』のあとがきにおいて記している

ように、バンヴェニストの言う「意味とそれ



 

 

を支える主体が問題の中心に置かれている

言語学」である。つまり、詩を言葉で書かれ

た対象ととらえるのではなく、詩を読むこと、

書くことの中で生まれてくる具体的な経験

だけを対象とするのである。ここでは、詩を

テクストとして客観的に分析する態度は否

定される。これに対し、ヤコブソンは、ソシ

ュールの流れを汲み、『言語学と詩学』にお

いて、詩を機能的側面から分析している。当

初の計画では、ヤコブソンの思想を知ること

で、詩というものを言語学者がどう扱ったか

を考察する予定であったが、実際に調べてみ

ると、詩学はもっと遠く、深い地点に到達し

ている。２００９年度の考察では、２０世紀

の詩人たちにとって、詩作品は単に言語によ

って書かれたものであることをやめ、詩人と

読み手が対峙する場として存在しているの

ではないか、という可能性を示した。 

 

４）３）に示唆した、言語学と新たな詩学と

のずれについて深めるために、２０１０年度

は、伝統的な詩学の流れを確認し、ジュネッ

ト、ヤコブソンの詩学について分析すること

から始めた。この二人は、いずれも詩を言語

の機能という観点から分析している。ジュネ

ットは『フィギュール』において、詩的言語

を「隔たりのある言語」と表現する。そして、

伝達を目的とする日常言語からは隔たった

ところに詩的言語があり、その言語の状態は

夢の状態にも似ている、と言う。ここで注目

したのは、「夢」の状態がいかに従来の言語

から隔たっているかということである。ジュ

ネットの言う「隔たり」の中では、言語の持

つ記号性は全く切り崩され、意味を失ってい

る。そこで、伝統的な詩学と詩人の言語観を、

「夢」をキーワードに関連づけ直した。夢と

は理性ではとらえられない状態に遊ぶこと

である。シュルレアリスムの詩人たちも、知

性の詩人という色眼鏡で見られがちなヴァ

レリーも、この「夢」と詩を結びつけて考察

している。ヴァレリーによれば、夢とは肉体

を介さない状態であり、その点で、時間、空

間の中に身を置かない独特の状況であると

も言える。この視点は、時間性を超越したも

の、という点で、ボンヌフォワやコクトーが

それぞれの言葉で説いたように、対象が詩人

にとって「いま、ここ」で「一度きり」現れ

る状態にも通じている。このように、本年度

は、さまざまな詩人、批評家が行ってきた、

詩的言語における言葉と対象の結びつきに

ついての分析を考察しなおし、それらを時間

論との関わりでとらえ直した。指示対象が詩

人にとって「いま・ここ」にしか存在しない、

という２０世紀の詩的言語学はさらに新た

な展開を見せ、こうした詩の世界は「いま・

ここ」にしか存在しない読み手によって支え

られたものとなっている。こうした分析の中

から、ヴァレリーに関するものの一部を『ヴ

ァレリーと時間』という論文で発表した。 
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